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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前後２つのアルミニウム中空押出形材よりなり、後側の中空押出形材は、前後壁、両側
壁により形成される一つの中空部を有し、後壁の左側には先端が前方へ屈曲した延長壁が
設けられ、前壁の左側には第１嵌合突起が延長状に設けられ、前壁の外面中央にはピン孔
形成用溝が形成され、前壁の右端には逆Ｌ字状壁が設けられ、逆Ｌ字状壁と前壁により第
１嵌合凹部が形成されており、前側の中空押出形材は、前後壁、両側壁および仕切壁によ
り形成された２つの中空部を有し、後壁における仕切壁との交わり部から若干左側に寄っ
た部分には倒Ｌ字状壁が設けられ、倒Ｌ字状壁と後壁により第２嵌合凹部が形成され、後
壁の右端は第２嵌合突起となされ、第２嵌合突起の基部から右壁の後側へＬ字状壁が設け
られ、Ｌ字状壁と第２嵌合突起により第３嵌合凹部が形成されており、後壁において、後
側の中空押出形材の前壁と対向する面には、前壁のピン孔形成用溝と相互に向かい合って
ピン孔形成用溝が設けられ、左壁の後側には、後側の中空押出形材の延長壁先端部付近ま
で伸びる延長壁が設けられており、後側の中空押出形材の前面と前側の中空押出形材の後
面とが当接され、後側の中空押出形材の前壁左側における第１嵌合突起が前側の中空押出
形材の後壁中央付近における第２嵌合凹部に嵌め入れられ、後側の中空押出形材の前壁右
側における第１嵌合凹部に前側の中空押出形材の後壁右側における第２嵌合突起が嵌め入
られると共に該第２嵌合突起の隣の第３嵌合凹部に逆Ｌ字状壁の屈曲した先端部が嵌め入
れられることにより、両中空押出形材の両側で中空押出形材同士が当接部の巾方向に凹凸
嵌合せしめられ、後側の中空押出形材の前壁と前側の中空押出形材の後壁におけるピン孔
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形成用溝によって形成されたピン孔に結合ピンが圧入されて両中空押出形材が結合されて
いる、結合中空押出形材。
【請求項２】
　前後２つのアルミニウム中空押出形材よりなり、後側の中空押出形材は、前後壁、両側
壁並びに両側壁寄り部分に設けられた仕切壁および中央に設けられた仕切壁により形成さ
れる４つの中空部を備えており、前壁の左側には第１嵌合突起が形成され、第１嵌合突起
の基部から左壁の前側へ逆倒Ｌ字状壁が形成され、第１嵌合突起と逆倒Ｌ字状壁により第
１嵌合凹部が形成され、 前壁の右側には逆Ｌ字状壁が設けられ、逆Ｌ字状壁と前壁によ
り第２嵌合凹部が形成され、前壁の中央寄り部分には２つのピン孔形成用溝が設けられ、
前側の中空押出形材は、前後壁、両側壁並びに中央寄り部分に設けられた２つの仕切壁に
より形成される３つの中空部を備え、左壁の後側には倒Ｌ字状壁が設けられ、倒Ｌ字状壁
と後壁により第３嵌合凹部形成され、後壁の右側は第２嵌合突起となされ、第２嵌合突起
の基部から右壁の後側へＬ字状壁が設けられ、Ｌ字状壁と第２嵌合突起により第４嵌合凹
部が形成されており、後壁において、後側の中空押出形材の前壁と対向する面には、前壁
の２つのピン孔形成用溝とそれぞれ相互に向かい合ってピン孔形成用溝が設けられ、後側
の中空押出形材の前面と前側の中空押出形材の後面とが当接され、後側の中空押出形材の
前壁左側における第１嵌合突起が前側の中空押出形材の後壁左側の第３嵌合凹部に嵌め入
れられると共に第３嵌合凹部を構成する倒Ｌ字状壁の屈曲した先端部が第１嵌合凹部に嵌
め入れられ、前側の中空押出形材の後壁右側における第２嵌合突起が後側の中空押出形材
の前壁右側の第２嵌合凹部に嵌め入れられると共に第２嵌合凹部を構成する逆Ｌ字状壁の
屈曲した先端部が第４嵌合凹部に嵌め入れられることにより、両中空押出形材の両側で中
空押出形材同士が当接部の巾方向に凹凸嵌合せしめられ、後側の中空押出形材と前側の中
空押出形材の後壁におけるピン孔形成用溝によって形成されたピン孔に結合ピンが圧入さ
れて両中空押出形材が結合されている、結合中空押出形材。
【請求項３】
　前後２つのアルミニウム中空押出形材が組となされ、後側の中空押出形材は、前後壁、
両側壁により形成される一つの中空部を有し、後壁の左側には先端が前方へ屈曲した延長
壁が設けられ、前壁の左側には第１嵌合突起が延長状に設けられ、前壁の外面中央にはピ
ン孔形成用溝が形成され、前壁の右端には逆Ｌ字状壁が設けられ、逆Ｌ字状壁と前壁によ
り第１嵌合凹部が形成されており、前側の中空押出形材は、前後壁、両側壁および仕切壁
により形成された２つの中空部を有し、後壁における仕切壁との交わり部から若干左側に
寄った部分には倒Ｌ字状壁が設けられ、倒Ｌ字状壁と後壁により第２嵌合凹部が形成され
、後壁の右端は第２嵌合突起となされ、第２嵌合突起の基部から右壁の後側へＬ字状壁が
設けられ、Ｌ字状壁と第２嵌合突起により第３嵌合凹部が形成されており、後壁において
、後側の中空押出形材の前壁と対向する面には、前壁のピン孔形成用溝と相互に向かい合
うピン孔形成用溝が設けられている、結合用中空押出形材。
【請求項４】
　前後２つのアルミニウム中空押出形材が組となされ、後側の中空押出形材は、前後壁、
両側壁並びに両側壁寄り部分に設けられた仕切壁および中央に設けられた仕切壁により形
成される４つの中空部を備えており、前壁の左側には第１嵌合突起が形成され、第１嵌合
突起の基部から左壁の前側へ逆倒Ｌ字状壁が形成され、第１嵌合突起と逆倒Ｌ字状壁によ
り第１嵌合凹部が形成され、 前壁の右側には逆Ｌ字状壁が設けられ、逆Ｌ字状壁と前壁
により第２嵌合凹部が形成され、前壁の中央寄り部分には２つのピン孔形成用溝が設けら
れ、前側の中空押出形材は、前後壁、両側壁並びに中央寄り部分に設けられた２つの仕切
壁により形成される３つの中空部を備え、左壁の後側には倒Ｌ字状壁が設けられ、倒Ｌ字
状壁と後壁により第３嵌合凹部形成され、後壁の右側は第２嵌合突起となされ、第２嵌合
突起の基部から右壁の後側へＬ字状壁が設けられ、Ｌ字状壁と第２嵌合突起により第４嵌
合凹部が形成されており、後壁において、後側の中空押出形材の前壁と対向する面には、
前壁の２つのピン孔形成用溝とそれぞれ相互に向かい合うピン孔形成用溝が設けられてい
る、結合用中空押出形材。
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【請求項５】
　前後壁、両側壁により形成される一つの中空部を有し、後壁の左側には先端が前方へ屈
曲した延長壁が設けられ、前壁の左側には第１嵌合突起が延長状に設けられ、前壁の外面
中央にはピン孔形成用溝が形成され、前壁の右端には逆Ｌ字状壁が設けられ、逆Ｌ字状壁
と前壁により第１嵌合凹部が形成されている後側の中空押出形材と、前後壁、両側壁およ
び仕切壁により形成された２つの中空部を有し、後壁における仕切壁との交わり部から若
干左側に寄った部分には倒Ｌ字状壁が設けられ、倒Ｌ字状壁と後壁により第２嵌合凹部が
形成され、後壁の右端は第２嵌合突起となされ、第２嵌合突起の基部から右壁の後側へＬ
字状壁が設けられ、Ｌ字状壁と第２嵌合突起により第３嵌合凹部が形成されており、後壁
において、後側の中空押出形材の前壁と対向する面には、前壁のピン孔形成用溝と相互に
向かい合うピン孔形成用溝が設けられ、左壁の後側には、後側の中空押出形材の延長壁先
端部付近まで伸びる延長壁が設けられている前側の中空押出形材との２つの中空押出形材
を用意し、後側の中空押出形材の前面と前側の中空押出形材の後面とを当接し、後側の中
空押出形材の前壁左側における第１嵌合突起を前側の中空押出形材の後壁中央付近におけ
る第２嵌合凹部に嵌め入れ、後側の中空押出形材の前壁右側における第１嵌合凹部に前側
の中空押出形材の後壁右側における第２嵌合突起を嵌め入れると共に該第２嵌合突起の隣
の第３嵌合凹部に逆Ｌ字状壁の屈曲した先端部を嵌め入れることにより、両中空押出形材
の両側で中空押出形材同士を当接部の巾方向に凹凸嵌合せしめ、後側の中空押出形材の前
壁と前側の中空押出形材の後壁におけるピン孔形成用溝によって形成されたピン孔に結合
ピンを圧入して両中空押出形材を結合する、結合中空押出形材の製造方法。
【請求項６】
　前後壁、両側壁並びに両側壁寄り部分に設けられた仕切壁および中央に設けられた仕切
壁により形成される４つの中空部を備えており、前壁の左側には第１嵌合突起が形成され
、第１嵌合突起の基部から左壁の前側へ逆倒Ｌ字状壁が形成され、第１嵌合突起と逆倒Ｌ
字状壁により第１嵌合凹部が形成され、前壁の右側には逆Ｌ字状壁が設けられ、逆Ｌ字状
壁と前壁により第２嵌合凹部が形成され、前壁の中央寄り部分には２つのピン孔形成用溝
が設けられている後側の中空押出形材と、前後壁、両側壁並びに中央寄り部分に設けられ
た２つの仕切壁により形成される３つの中空部を備え、左壁の後側には倒Ｌ字状壁が設け
られ、倒Ｌ字状壁と後壁により第３嵌合凹部形成され、後壁の右側は第２嵌合突起となさ
れ、第２嵌合突起の基部から右壁の後側へＬ字状壁が設けられ、Ｌ字状壁と第２嵌合突起
により第４嵌合凹部が形成されており、後壁 において、後側の中空押出形材の前壁と対
向する面には、前壁の２つのピン孔形成用溝とそれぞれ相互に向かい合うピン孔形成用溝
が設けられている前側の中空押出形材との２つの中空押出形材を用意し、後側の中空押出
形材の前面と前側の中空押出形材の後面とを当接し、後側の中空押出形材の前壁左側にお
ける第１嵌合突起を前側の中空押出形材の後壁左側の第３嵌合凹部に嵌め入れると共に第
３嵌合凹部を構成する倒Ｌ字状壁の屈曲した先端部を第１嵌合凹部に嵌め入れ、前側の中
空押出形材の後壁右側における第２嵌合突起を後側の中空押出形材の前壁右側の第２嵌合
凹部に嵌め入れると共に第２嵌合凹部を構成する逆Ｌ字状壁の屈曲した先端部を第４嵌合
凹部に嵌め入れることにより、両中空押出形材の両側で中空押出形材同士を当接部の巾方
向に凹凸嵌合せしめ、後側の中空押出形材と前側の中空押出形材の後壁におけるピン孔形
成用溝によって形成されたピン孔に結合ピンを圧入して両中空押出形材を結合する、結合
中空押出形材の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、結合中空押出形材、結合用中空押出形材および結合中空押出形材の製造方法
に関するものである。
【０００２】
【発明が解決しようとする課題】
　図３に示すように、押出形材(51)が、その右半部の上下に２つの中空部(52)(53)を有し
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、また左半部の下側にも中空部(54)を有すると共に左半部の上側に幅の狭い開口部(55)が
形成された略中空部(56)を有する場合、この押出形材(51)の押出成形は非常に困難であり
、また上記開口部(55)の幅がある一定限度より狭い場合には押出成形が不可能となる。
【０００３】
　また、図４に示すように、上側の４つの中空部(62)～(65)と下側の３つの中空部(66)～
(68)とが千鳥状に形成された押出形材(61)も成形が非常に困難である。
【０００４】
　本発明の目的は、上述したような押出成形が非常に困難または不可能な形材を２つに分
割してその分割された中空押出形材同士を結合した結合中空押出形材並びに結合用中空押
出形材および結合中空押出形材の製造方法を提供することにある。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　請求項１の発明による結合中空押出形材は、前後２つのアルミニウム中空押出形材より
なり、後側の中空押出形材は、前後壁、両側壁により形成される一つの中空部を有し、後
壁の左側には先端が前方へ屈曲した延長壁が設けられ、前壁の左側には第１嵌合突起が延
長状に設けられ、前壁の外面中央にはピン孔形成用溝が形成され、前壁の右端には逆Ｌ字
状壁が設けられ、逆Ｌ字状壁と前壁により第１嵌合凹部が形成されており、前側の中空押
出形材は、前後壁、両側壁および仕切壁により形成された２つの中空部を有し、後壁にお
ける仕切壁との交わり部から若干左側に寄った部分には倒Ｌ字状壁が設けられ、倒Ｌ字状
壁と後壁により第２嵌合凹部が形成され、後壁の右端は第２嵌合突起となされ、第２嵌合
突起の基部から右壁の後側へＬ字状壁が設けられ、Ｌ字状壁と第２嵌合突起により第３嵌
合凹部が形成されており、後壁において、後側の中空押出形材の前壁と対向する面には、
前壁のピン孔形成用溝と相互に向かい合ってピン孔形成用溝が設けられ、左壁の後側には
、後側の中空押出形材の延長壁先端部付近まで伸びる延長壁が設けられており、後側の中
空押出形材の前面と前側の中空押出形材の後面とが当接され、後側の中空押出形材の前壁
左側における第１嵌合突起が前側の中空押出形材の後壁中央付近における第２嵌合凹部に
嵌め入れられ、後側の中空押出形材の前壁右側における第１嵌合凹部に前側の中空押出形
材の後壁右側における第２嵌合突起が嵌め入られると共に該第２嵌合突起の隣の第３嵌合
凹部に逆Ｌ字状壁の屈曲した先端部が嵌め入れられことにより、両中空押出形材の両側で
中空押出形材同士が当接部の巾方向に凹凸嵌合せしめられ、後側の中空押出形材の前壁と
前側の中空押出形材の後壁におけるピン孔形成用溝によって形成されたピン孔 に結合ピ
ンが圧入されて両中空押出形材が結合されているものである。
【０００６】
　請求項２の発明による結合中空押出形材は、前後２つのアルミニウム中空押出形材より
なり、後側の中空押出形材は、前後壁、両側壁並びに両側壁寄り部分に設けられた仕切壁
および中央に設けられた仕切壁により形成される４つの中空部を備えており、前壁の左側
には第１嵌合突起が形成され、第１嵌合突起の基部から左壁の前側へ逆倒Ｌ字状壁が形成
され、第１嵌合突起と逆倒Ｌ字状壁により第１嵌合凹部が形成され、 前壁の右側には逆
Ｌ字状壁が設けられ、逆Ｌ字状壁と前壁により第２嵌合凹部が形成され、前壁の中央寄り
部分には２つのピン孔形成用溝が設けられ、前側の中空押出形材は、前後壁、両側壁並び
に中央寄り部分に設けられた２つの仕切壁により形成される３つの中空部を備え、 左壁
の後側には倒Ｌ字状壁が設けられ、倒Ｌ字状壁と後壁により第３嵌合凹部形成され、後壁
の右側は第２嵌合突起となされ、第２嵌合突起の基部から右壁の後側へＬ字状壁が設けら
れ、Ｌ字状壁と第２嵌合突起により第４嵌合凹部が形成されており、後壁 において、後
側の中空押出形材の前壁と対向する面には、前壁の２つのピン孔形成用溝とそれぞれ相互
に向かい合ってピン孔形成用溝が設けられ、後側の中空押出形材の前面と前側の中空押出
形材の後面とが当接され、後側の中空押出形材の前壁左側における第１嵌合突起が前側の
中空押出形材の後壁左側の第３嵌合凹部に嵌め入れられると共に第３嵌合凹部を構成する
倒Ｌ字状壁の屈曲した先端部が第１嵌合凹部に嵌め入れられ、前側の中空押出形材の後壁
右側における第２嵌合突起が後側の中空押出形材の前壁右側の第２嵌合凹部に嵌め入れら
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れると共に第２嵌合凹部を構成する逆Ｌ字状壁の屈曲した先端部が第４嵌合凹部に嵌め入
れられことにより、両中空押出形材の両側で中空押出形材同士が当接部の巾方向に凹凸嵌
合せしめられ、後側の中空押出形材と前側の中空押出形材の後壁におけるピン孔形成用溝
によって形成されたピン孔に結合ピンが圧入されて両中空押出形材が結合されているもの
である。
【０００７】
　 請求項３の発明による結合用中空押出形材は、前後２つのアルミニウム中空押出形材
が組となされ、後側の中空押出形材は、前後壁、両側壁により形成される一つの中空部を
有し、後壁の左側には先端が前方へ屈曲した延長壁が設けられ、前壁の左側には第１嵌合
突起が延長状に設けられ、前壁の外面中央にはピン孔形成用溝が形成され、前壁の右端に
は逆Ｌ字状壁が設けられ、逆Ｌ字状壁と前壁により第１嵌合凹部が形成されており、前側
の中空押出形材は、前後壁、両側壁および仕切壁により形成された２つの中空部を有し、
後壁における仕切壁との交わり部から若干左側に寄った部分には倒Ｌ字状壁が設けられ、
倒Ｌ字状壁と後壁により第２嵌合凹部が形成され、後壁の右端は第２嵌合突起となされ、
第２嵌合突起の基部から右壁の後側へＬ字状壁が設けられ、Ｌ字状壁と第２嵌合突起によ
り第３嵌合凹部が形成されており、後壁において、後側の中空押出形材の前壁と対向する
面には、前壁のピン孔形成用溝と相互に向かい合う形成用溝が設けられているものである
。
【０００８】
　　請求項４の発明による結合用中空押出形材は、前後２つのアルミニウム中空押出形材
が組となされ、後側の中空押出形材は、前後壁、両側壁並びに両側壁寄り部分に設けられ
た仕切壁および中央に設けられた仕切壁により形成される４つの中空部を備えており、前
壁の左側には第１嵌合突起が形成され、第１嵌合突起の基部から左壁の前側へ逆倒Ｌ字状
壁が形成され、第１嵌合突起と逆倒Ｌ字状壁により第１嵌合凹部が形成され、前壁の右側
には逆Ｌ字状壁が設けられ、逆Ｌ字状壁と前壁により第２嵌合凹部が形成され、前壁の中
央寄り部分には２つのピン孔形成用溝が設けられ、前側の中空押出形材は、前後壁、両側
壁並びに中央寄り部分に設けられた２つの仕切壁により形成される３つの中空部を備え、
 左壁の後側には倒Ｌ字状壁が設けられ、倒Ｌ字状壁と後壁により第３嵌合凹部形成され
、後壁の右側は第２嵌合突起となされ、第２嵌合突起の基部から右壁の後側へＬ字状壁が
設けられ、Ｌ字状壁と第２嵌合突起により第４嵌合凹部が形成されており、後壁において
、後側の中空押出形材の前壁と対向する面には、前壁の２つのピン孔形成用溝とそれぞれ
相互に向かい合うピン孔形成用溝が設けられているものである。
【０００９】
　　請求項５の発明による結合中空押出形材の製造方法は、前後壁、両側壁により形成さ
れる一つの中空部を有し、後壁の左側には先端が前方へ屈曲した延長壁が設けられ、前壁
の左側には第１嵌合突起が延長状に設けられ、前壁の外面中央にはピン孔形成用溝が形成
され、前壁の右端には逆Ｌ字状壁が設けられ、逆Ｌ字状壁と前壁により第１嵌合凹部が形
成されている後側の中空押出形材と、前後壁、両側壁および仕切壁により形成された２つ
の中空部を有し、後壁における仕切壁との交わり部から若干左側に寄った部分には倒Ｌ字
状壁が設けられ、倒Ｌ字状壁と後壁により第２嵌合凹部が形成され、後壁の右端は第２嵌
合突起となされ、第２嵌合突起の基部から右壁の後側へＬ字状壁が設けられ、Ｌ字状壁と
第２嵌合突起により第３嵌合凹部が形成されており、後壁において、後側の中空押出形材
の前壁と対向する面には、前壁のピン孔形成用溝と相互に向かい合うピン孔形成用溝が設
けられ、左壁の後側には、後側の中空押出形材の延長壁先端部付近まで伸びる延長壁が設
けられている前側の中空押出形材との２つの中空押出形材を用意し、後側の中空押出形材
の前面と前側の中空押出形材の後面とを当接し、後側の中空押出形材の前壁左側における
第１嵌合突起を前側の中空押出形材の後壁中央付近における第２嵌合凹部に嵌め入れ、後
側の中空押出形材の前壁右側における第１嵌合凹部に前側の中空押出形材の後壁右側にお
ける第２嵌合突起を嵌め入れると共に該第２嵌合突起の隣の第３嵌合凹部に逆Ｌ字状壁の
屈曲した先端部を嵌め入れることにより、両中空押出形材の両側で中空押出形材同士を当
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接部の巾方向に凹凸嵌合せしめ、後側の中空押出形材の前壁と前側の中空押出形材の後壁
におけるピン孔形成用溝によって形成されたピン孔に結合ピンを圧入して両中空押出形材
を結合するものである。
【００１０】
　請求項６の発明による結合中空押出形材の製造方法は、前後壁、両側壁並びに両側壁寄
り部分に設けられた仕切壁および中央に設けられた仕切壁により形成される４つの中空部
を備えており、前壁の左側には第１嵌合突起が形成され、第１嵌合突起の基部から左壁の
前側へ逆倒Ｌ字状壁が形成され、第１嵌合突起と逆倒Ｌ字状壁により第１嵌合凹部が形成
され、 前壁の右側には逆Ｌ字状壁が設けられ、逆Ｌ字状壁と前壁により第２嵌合凹部が
形成され、前壁の中央寄り部分には２つのピン孔形成用溝が設けられている後側の中空押
出形材と、前後壁、両側壁並びに中央寄り部分に設けられた２つの仕切壁により形成され
る３つの中空部を備え、 左壁の後側には倒Ｌ字状壁が設けられ、倒Ｌ字状壁と後壁によ
り第３嵌合凹部形成され、後壁の右側は第２嵌合突起となされ、第２嵌合突起の基部から
右壁の後側へＬ字状壁が設けられ、Ｌ字状壁と第２嵌合突起により第４嵌合凹部が形成さ
れており、後壁 において、後側の中空押出形材の前壁と対向する面には、前壁の２つの
ピン孔形成用溝とそれぞれ相互に向かい合うピン孔形成用溝が設けられている前側の中空
押出形材との２つの中空押出形材を用意し、後側の中空押出形材の前面と前側の中空押出
形材の後面とを当接し、後側の中空押出形材の前壁左側における第１嵌合突起を前側の中
空押出形材の後壁左側の第３嵌合凹部に嵌め入れると共に第３嵌合凹部を構成する倒Ｌ字
状壁の屈曲した先端部を第１嵌合凹部に嵌め入れ、前側の中空押出形材の後壁右側におけ
る第２嵌合突起を後側の中空押出形材の前壁右側の第２嵌合凹部に嵌め入れると共に第２
嵌合凹部を構成する逆Ｌ字状壁の屈曲した先端部を第４嵌合凹部に嵌め入れることにより
、両中空押出形材の両側で中空押出形材同士を当接部の巾方向に凹凸嵌合せしめ、後側の
中空押出形材と前側の中空押出形材の後壁におけるピン孔形成用溝によって形成されたピ
ン孔に結合ピンを圧入して両中空押出形材を結合するものである。
【００１１】
【発明の実施の形態】
　次に、本発明の実施形態を図面に従って説明する。なお、本明細書において、前後、左
右は図１を基準とし、前とは図１の下側を、後とは同図上側を指し、左とは図１の左側を
、右とは同図右側を指すものとする。また、アルミニウムという語には純アルミニウムと
アルミニウム合金の両方を含むものとする。
【００１２】
　　［実施形態１］
　図１に示すように、後側のアルミニウム中空押出形材(1)は、前後壁(1a)(1b)、両側壁(
1c)(1d)により形成される一つの中空部(1A)を有し、後壁(1b)の左側には先端が前方へ屈
曲した延長壁(1e)が設けられている。前壁(1a)の左側には第１嵌合突起(6) が延長状に設
けられ、前壁(1a)の外面中央にはピン孔形成用溝(4A)が形成されている。また、前壁(1a)
の右端には逆Ｌ字状壁(7)が設けられ、逆Ｌ字状壁(7)と前壁(1a)により第１嵌合凹部(8)
が形成されている。
【００１３】
　前側のアルミニウム中空押出形材(2)は、前後壁(2a)(2b)、両側壁(2c)(2d)および仕切
壁(2e)により形成された２つの中空部(2A)(2B)を有し、後壁(2b)における仕切壁(2e)との
交わり部から若干左側に寄った部分には倒Ｌ字状壁(9)が設けられ、倒Ｌ字状壁(9)と後壁
(2b)により第２嵌合凹部(11)が形成されている。また、後壁(2b)の右端は第２嵌合突起(1
2)となされ、第２嵌合突起(12)の基部から右壁(2d)の後側へＬ字状壁(13)が設けられ、Ｌ
字状壁(13)と第２嵌合突起(12)により第３嵌合凹部(14)が形成されている。
【００１４】
　後壁(2b)において、後側の中空押出形材(1) の前壁(1a)と対向する面には、前壁(1a)の
ピン孔形成用溝(4A)と相互に向かい合ってピン孔形成用溝(4B)が設けられている。また、
左壁(2c)の後側には、後側の中空押出形材(1) の延長壁(1e)先端部付近まで伸びる延長壁
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(2f)が設けられている。
【００１５】
　そして、後側の中空押出形材(1)の中空部(1A)と前側の中空押出形材(2)の中空部(2B)の
対向壁面同士が当接され、その当接部(3)の両側において後述する要領で、中空押出形材(
1)(2)同士が当接部(3)の幅方向(w) に凹凸嵌合せしめられている。　すなわち、後側の中
空押出形材(1)の前壁(1a)左側における第１嵌合突起(6)が前側の中空押出形材(2)の後壁(
2b)中央付近における第２嵌合凹部(11)に嵌め入れられ、後側の中空押出形材(1)の前壁(1
a)右側における第１嵌合凹部(8)に前側の中空押出形材(2)の後壁(2b)右側における第２嵌
合突起(12)が嵌め入られると共に該第２嵌合突起(12)の隣の第３嵌合凹部(14)に逆Ｌ字状
壁(7)の屈曲した先端部が嵌め入れられる。
【００１６】
　そして、後側の中空押出形材(1)の前壁(1a)と前側の中空押出形材(2)の後壁(2b)におけ
るピン孔形成用溝(4A)(4B)によって形成されたピン孔(5)に結合ピン(10) が圧入されて、
両中空押出形材(1) (2)同士が結合されている。
　本実施形態に係る結合中空押出形材によれば、図３に示した従来、押出成形が困難であ
った形材(51)が、本実施形態の後側の中空押出形材(1)と前側の中空押出形材(2)とを結合
させることにより得られ、この場合、これら中空押出形材(1)(2)は、図３の押出形材(51)
を２つに分割した形状のものであるため、両押出形材(1)(2)の押出成形は容易に行える。
【００１７】
　［実施形態２］
　図２に示すように、後側のアルミニウム中空押出形材(21)は、前後壁(21a)(21b)、両側
壁(21c)(21d)並びに両側壁(21c)(21d)寄り部分に設けられた仕切壁(21e)(21f)および中央
に設けられた仕切壁(21g) により形成される４つの中空部(21A),(21B),(21C),(21D) を備
えている。
【００１８】
　前壁(21a)の左側には第１嵌合突起(23)が形成され、第１嵌合突起(23)の基部から左壁(
21c)の前側へ逆倒Ｌ字状壁(20)が形成され、第１嵌合突起(23)と逆倒Ｌ字状壁(24)により
第１嵌合凹部(25)が形成されている。
【００１９】
　前壁(21a)の右側には逆Ｌ字状壁(26)が設けられ、逆Ｌ字状壁(26)と前壁(21a)により第
２嵌合凹部(27)が形成されている。また、前壁(21a)の中央寄り部分には２つのピン孔形
成用溝(24A)が設けられている。
　前側のアルミニウム中空押出形材(22)は、前後壁(22a)(22b)、両側壁(22c)(22d)並びに
中央寄り部分に設けられた２つの仕切壁(22e)(22f)により形成される３つの中空部(22A)(
22B)(22C) を備えている。
【００２０】
　左壁(22c)の後側には倒Ｌ字状壁(28)が設けられ、倒Ｌ字状壁(28)と後壁(22b) により
第３嵌合凹部(29)が形成されている。後壁(22b)の右側は第２嵌合突起(31)となされ、第
２嵌合突起(31)の基部から右壁(22d)の後側へＬ字状壁(32)が設けられ、Ｌ字状壁(32)と
第２嵌合突起(31)により第４嵌合凹部(33)が形成されている。
　後壁(22b) において、後側の中空押出形材(21)の前壁(21a)と対向する面には、前壁(21
a)の２つのピン孔形成用溝(24A) とそれぞれ相互に向かい合ってピン孔形成用溝(24B)が
設けられている。
【００２１】
　そして、後側の中空押出形材(21)の前面と前側の中空押出形材(22)の後面とが当接され
、その当接部(30)の両側において後述する要領で、中空押出形材(21)(22)同士が当接部(3
0)の幅方向(w)に凹凸嵌合せしめられている。
【００２２】
　すなわち、後側の中空押出形材(21)の前壁(21a)左側における第１嵌合突起(23)が前側
の中空押出形材(22)の後壁(2b)左側の第３嵌合凹部(29)に嵌め入れられると共に第３嵌合
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凹部(29)を構成する倒Ｌ字状壁(28)の屈曲した先端部が第１嵌合凹部(25)に嵌め入れられ
ている。一方、前側の中空押出形材(22)の後壁(22b)右側における第２嵌合突起(31)が後
側の中空押出形材(21)の前壁(21a)右側の第２嵌合凹部(27)に嵌め入れられると共に第２
嵌合凹部(27)を構成する逆Ｌ字状壁(26)の屈曲した先端部が第４嵌合凹部(33)に嵌め入れ
られている。
【００２３】
　そして、後側の中空押出形材(21)の前壁(21a)と前側の中空押出形材(22)の後壁(22b)に
おけるピン孔形成用溝(24A)(24B)によって形成されたピン孔(25)に結合ピン(40)が圧入さ
れて、両中空押出形材(21)(22)同士が結合されている。
【００２４】
　本実施形態に係る結合中空押出形材によれば、図４に示した従来、押出成形が困難であ
った形材(61)が、本実施形態の後側の中空押出形材(21)と前側の中空押出形材(22)とを結
合させることにより得られ、この場合、これら中空押出形材(21)(22)は、図４の押出形材
(61)を２つに分割した形状のものであるため、両押出形材(21)(22)の押出成形は容易に行
える。
【００２５】
【発明の効果】
　本発明によれば、押出成形が困難または不可能な形状の形材でも、予めこの形材を２つ
に分割した形状のものを押出成形し、両押出形材の対向壁面同士を当接させて該当接部の
両側で押出形材同士が凹凸嵌合せしめられるため、両押出形材の当接部両側に隙間を生ず
ることがない。従って、結合された押出形材同士の結合箇所は外観的にも美麗である。
【００２６】
　また、両押出形材はそれらの当接部の幅方向に凹凸嵌合せしめられる一方、当接部にお
ける両中空押出形材の対向する壁面に設けられたピン孔形成用溝によって形成されたピン
孔に結合ピンが圧入されるため両押出形材の上記凹凸嵌合状態が強固に維持される。その
ため、本発明による結合中空押出形材は、アルミサッシ等の建築用品をはじめとして種々
の押出形材製品に利用できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の実施形態１を示す、結合された２つの押出形材の端面図である。
【図２】　本発明の実施形態２を示す、結合された２つの押出形材の端面図である。
【図３】　従来例を示す押出形材の端面図である。
【図４】　他の従来例を示す押出形材の端面図である。
【符号の説明】
　(1)(21)：　後側の中空押出形材
　(2)(22)：　前側の中空押出形材
（１a）(21a)：　後側の中空押出形材の前壁
（１b）(21b)：　後側の中空押出形材の後壁
（１c）（１d）（2１c）（2１d）： 後側の中空押出形材の側壁
（１e）：　後側の中空押出形材の後壁の延長壁
（１A）（21A）（21B）（21C）（21D）：　 後側の中空押出形材の中空部
（2a）（22a）：　前側の中空押出形材の前壁
（2b）（22b）：　前側の中空押出形材の後壁
（2c）（2d）（22c）（22d）： 前側の中空押出形材の側壁
（2e）（22e）（22f）： 前側の中空押出形材の仕切壁
（2f）：　 前側の中空押出形材左壁の延長壁
（2A）（2B）（22A）（22B）（22C）：　前側の中空押出形材の中空部
　(3) (23)：　当接部
（4A）（24A）：　後側の中空押出形材のピン孔形成用溝
　(4B) (24B)： 前側の中空押出形材の ピン孔形成用溝
（5）(25)：　ピン孔
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（6）（23）：　第１嵌合突起
（7）（26）：　逆Ｌ字状壁
（8）（25）：　第１嵌合凹部
（9）（28）： 倒逆Ｌ字状壁
（10）(40)：　結合ピン
（11）：　第2嵌合凹部
（12）（31）：　第2嵌合突起
（13）（32）：　Ｌ字状壁
（14）（29）：　第3嵌合凹部
（4B）：　前側の中空押出形材のピン孔形成用溝
（7）：　逆Ｌ字状壁
（8）：　第１嵌合突起
（w）：　当接部の巾方向
（21e）（21f）（21g）：　後側の中空押出形材の仕切壁
（24）：　逆倒Ｌ字状壁
（28）：　倒Ｌ字状壁
（33）：　第４嵌合凹部

【図１】 【図２】
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